
吸水ポーラス金属の通気性： ２００９．０７．０１

吸水ポーラス金属
吸水ポーラス金属に空気を透過させた場合の、流速と圧損の関係を調べました。

寸法：　φ４０×４ｍｍ厚 太盛工業株式会社
材質：　アルミニウム 概　要：
空孔率：　３種類（２７％、３２％、４０％） 金属は本来疎水性で、水をはじきます。

しかし、金属を多孔質構造とすることにより、毛細管現象により吸水性を発現する場合があります。
結果は下図に示す通り、気孔率が高い程、圧損は小さくなります。 ただし、気孔径がミクロン台の微細な構造の場合に限られており、吸収出来る水も少量です。

弊社では、金属の多孔質体について、表面改質により親水性を向上し、結果として吸水能を高める
ことに成功しました。
通常であれば毛細管現象を発現しない、大きな気孔や高い気孔率においても吸水能力を有する
ことを検証しています。

吸水能の測定：
吸水性を有する金属多孔質体の一部を水に浸漬し、吸水能を測りました。
重量を測定し、その増分から吸収した水の量を求め、時間経過を観察しました。

水分は３０秒以内に多孔質体に吸収され、空孔体積の９７％に浸水していることが認められました。

吸水ポーラス金属の用途：
金属多孔質体

吸水ポーラス金属は、次のような用途に適します。 材質：アルミニウム
　・ヒートパイプのウィック 寸法：φ４０×１９
　･結露水の堰き止め 気孔率：４４％
　・燃料電池（PEFC)生成水の吸収
　・気体（空気、蒸気）と水分の分離
　･水分の貯蔵と徐放

太盛工業株式会社 備考：　吸水率（％）＝１００＊吸水量（体積）／空孔体積

本社／〒５７２－００７３　大阪府寝屋川市池田北町２６－１

ＴＥＬ：０７２（８３０）２５８８　　　ＦＡＸ：０７２（８２７）３３９０
Ｅ－ＭＡＩＬ：　ｉｎｆｏ@ｔａｉｓｅｉ－ｋｏｇｙｏ－ｎｅｔ．ｃｏ．ｊｐ
ＵＲＬ：　//www.ｔａｉｓｅｉ－ｋｏｇｙｏ．ｃｏｍ

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0 30 60 90 120

吸
水
率

（
％
）

経過時間 （秒）

吸水能力の時間変化

９７％

φ４０

４ｍｍ

流れ方向（空気）

0

1

2

3

4

5

0 0.5 1 1.5

圧
損

(k
P
a)

流量 (L/min/cm2)

気孔率 27%

気孔率 32%

気孔率 40%

0

2

4

6

8

10

0.1 0.2 0.3 0.4 0.5

圧
損

（
ｋ
P
a）

気孔率

流速 ０．５L/分/cm2

流速 １．０L/分/cm2

流速 １．５L/分/cm2



吸水能力の持続性：
吸水性多孔質金属の水吸収試験と乾燥を繰り返し、吸水能の変化を調べました。 吸収水の徐放試験：
吸水と乾燥を２０回繰り返した後も、９５％を越える高い吸水率を維持しています。

吸水ポーラス金属体が吸収した水を、時間と共に放出する様子を観察しました。
直方体のサンプル（※２）に水分を吸収させた後、室内の雰囲気（※３）に放置し、重量
減少を測定することにより、放出された水分量を算出しました。

（※２） 材質：アルミニウム
寸法：２２ｍｍ×２０ｍｍ×１９ｍｍ高さ
空孔率：６５％

（※３） 温度　　２５～２７℃
湿度　　４０～５０％
無風

結果は下図に示す通り、時間経過と共に、ほぼ一定の速度で水分を放出している
ことが確認されました。

吸水能力の高さ評価：
吸水ポーラス金属のサンプル（※１）の一端を食塩水に浸漬し、垂直方向に水を吸引する様子を
観察しました。

（※１） 材質：アルミニウム
寸法：１５ｍｍ幅×１３０ｍｍ長×３．２ｍｍ厚
空孔率：６３％

浸漬後約４８時間で、高さ８０ｍｍの位置に、塩の結晶が生成しました。
これは、食塩水がこの高さまで吸引され、水分が蒸発した結果として塩分が結晶化したものです。
従い、このサンプルの水吸収能力は、垂直８０ｍｍ高さ相当と評価されます。
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